
学業成績（及び家計基準）などの基準により審査、採用者には採用
年度の7月末に一括給付予定です。

学生国外留学規程に定める留学をするとき、納付金が減免され
ます。また、特別奨学金を受けられる場合があります。

　日本学生支援機構の奨学金は、経済的理由で修学が困難な優れた学生に学資の「貸与」「給付」を行います。経済・社会情勢等に左右されること
なく、学生が安心して学ぶための制度です。

 給付奨学金の支給対象の学生は、入学金※１・授業料の減免も同時に受けることができます。加えて、令和７年度より多子世帯（子ども３
人以上の世帯）の学生については、所得の制限なく授業料・入学金※１を国が定める一定額まで無償化することとなりました。給付奨学金や
授業料減免を申請する場合は、学内にて開かれる説明会に参加して必要な手続きを取ってください。

支援区分 

第Ⅰ区分 

第Ⅱ区分 

第Ⅲ区分

多子世帯（区分外）

第Ⅳ区分
多子世帯

理工農系※２

自宅通学（月額）

38,300円（42,500円）

25,600円（28,400円）

12,800円（14,200円）

9,600円

0円

0円

給付奨学金

自宅外通学（月額）

75,800円

50,600円

25,300円

19,000円

0円

0円

授業料減免

減免上限額(年額)

(大学)約70万円 (短大)約62万円

第Ⅰ区分の2/3

第Ⅰ区分の1/3

(大学)約70万円 (短大)約62万円

第Ⅰ区分の1/３

(大学)約70万円 (短大)約62万円
※１　入学金減免は、１年次前期での採用に限ります
※２　社会環境学部に在籍し、かつ、世帯年収600万円程度である世帯が対象

入学時納付金の授業
料から、相当額を一括
免除します。

附属高校入試等によ
り、入学時納付金が一
定額免除されます。

強化指定クラブを通
じて申請します。

入学後２年間給付と
なります。２年次修了
時点で継続基準に達
した場合、その後２年
間も給付されます。

総合能力入試
［リーダーシップ型］

奨学生
総合能力入試［奨学生型］

奨学生

年額500,000円

※括弧内は令和６年度以前入学の場合

年額200,000円（年額300,000円）

大学２年生以上、短大部２年生（大学２年生以上）

・多子世帯に対する大学授業料等減免制度

後期納付金半額免除

本学の長期留学への参加が認められた者

UNIPA

収入基準（マイナンバー・資産基準）・世帯人
数等により支援区分が決定します。（第Ⅰ区分
～第Ⅳ区分）。
詳細は、『奨学金の制度（給付型）』（日本学生
支援機構ホームページ）をご参照ください。

マイナンバー、世帯人数等により
判定されます。
詳細は、『在学採用の奨学金の基
準』（日本学生支援機構ホームペ
ージ）をご参照ください。

※給付奨学金と併せて貸与を受ける第一種奨学金の貸与月額は給付奨学金の支援区分等に応じて併給調整されます。
多くの場合は減額となり、０円の場合もあります。

本学では、様々な奨学金の支給、手続き補助、情報提供を行っています。詳しくは、ｐ14下部に記載の各キャンパス学生課にお問い合わせください。


